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Fig. 2. Change in particle number densitywith time･












































































































築した｡計算負荷を軽減するために､ Dual Particle Size Grouping (DPSG)モデルを新たに構築し､サイズの
大きく異なる粒子について､その適用性を調べた｡その結果､巨大な凝集粒子が発生する凝集末期を除けば､
このモデルによって凝集現象を十分表現できることが示された｡
第6章は総括である｡
以上要するに､本論文は液体金属中介在物粒子の気泡付着除去と凝集の速度モデルを構築し､その適用性を
水モデル実験によって検証したもので､金属素材の高清浄化技術の進展に寄与するところが少なくない｡
よって､本論文は博士(環境科学)の学位論文として合格と認める｡
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